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 報  告 臨床検査学教育 Vol.5, No.2 p.99～104, 2013. 

生殖補助医療技術の現状と臨床検査技師教育 

カリキュラムへの導入の必要性

天川 雅夫*1§
 塩田 敦子*1 加藤 亮二*2 秦  幸吉*3 

中澤 留美*1,4 松山 毅彦*4 上野 一郎*1

[要 旨] 我が国の不妊症は夫婦 7 組に 1 組と言われている。そのなか生殖補助医療技術(assisted re-

productive technology ; ART)は進歩しており、ART を専門的に行う施設(ART 専門施設)数および ART

による出生児数は年々増加している。施設においてヒト配偶子を取り扱う技術者はエンブリオロジス

ト(胚培養士)と呼ばれ、そのほとんどは、臨床検査技師及び農学系出身者であるが、臨床検査技師教

育課程において生殖補助医療に関わる教育は確立されていないのが現状である。香川県立保健医療大

学ではこういった医療の高度化・多様化に対応すべく、平成 19 年に「生殖補助技術論」を開講したと

ころ、5 年間での平均受講率は 83.3 % (71.4～100 %)であり、エンブリオロジストとして就職した受講

生に対する ART 専門施設での評価は高かった。基礎医学知識を持つ臨床検査技師は、ART に欠くこ

とのできないエンブリオロジストとして最適であると考えるが、現在のところこの養成を目指したカ

リキュラムを導入している大学は少ない。生殖補助医療技術の教育が臨床検査技師教育カリキュラム

に組み込まれれば、生殖分野における業務拡大への道が開かれると同時に、その貢献度が増すと考え

る。

[キーワード] 不妊症、生殖補助医療技術(assisted reproductive technology ; ART)、エンブリオロジス

ト(胚培養士)、臨床検査技師教育、生殖補助技術論

は じ め に 

 近年、晩婚化に伴い日本の合計特殊出生率は

1.39(2011 年)と低く、出生数が減少しているが、

子供を望む夫婦は少なくない。不妊症とは、夫婦

が妊娠を希望し 2 年以上性生活を行っているにも

かかわらず妊娠しない場合をいい、以前は 10 組

に 1 組 1)は不妊症であったが、現在では 7 組に 1

組 2)と増加している。 

生殖補助医療技術(assisted reproductive tech-

nology ; ART)は急速な進歩と発展を遂げており、

ART を専門的に行う施設(ART 専門施設)は統計

を始めた 1985 年の 30 施設から 2011 年では 591

施設を超え、ART による出生児数とともに年々

増加している(図 1)3-6)。この ART 実施施設にお

いてヒト配偶子を取り扱う技術者を胚培養士(エ

ンブリオロジスト)7)と呼び、その多くが臨床検

査技師および農学系出身者である。しかしながら、

従事している臨床検査技師は就職後 ART 専門施

設にて研修を受けるなど、現場で働きながら生殖
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図 1 日本における登録施設数と ART 出生児数の推移 
 ※2006 年の登録施設数減少は全登録施設に対する厳密な再審査により、

登録抹消となった施設が多かったためと推測される。 

 
補助医療技術および知識を習得しているのが現状

である。このような現状は臨床検査技師教育課程

において ART に関わる教育が確立されていない

ことによると考えられる。そこで、香川県立保健

医療大学では医療の高度化・多様化に対応するた

め、平成 19 年に「生殖補助技術論」を開講した

ので、その講義・演習内容および効果、必要性に

ついて報告する。 

I．日本における生殖補助医療技術の 

   歴史と現状 

 日本における ART は、1913 年に石川らが馬の

人工授精に成功し、安藤が 1948 年頃から臨床応

用を開始し、翌年に無精子症患者を対象とした非

配偶者間人工授精(AID)児を誕生させた。また、

1931 年には Fevold らが黄体化ホルモン(Luteinizing 

hormone ; LH)と卵胞刺激ホルモン(Follicle stimu-

lating hormone ; FSH)を発見し、更に 1940 年には、

Hamblem が精製した妊馬血清(Pregnant mare’s 

serum gonadotropin ; PMSG)によるヒトの排卵誘

発が報告された 8)。1950～1960 年代に入ると、

閉経後尿性ゴナドトロピン(human menopausal 

gonadotropin ; hMG)の抽出、精製が報告され、下

垂体性無排卵症や多嚢胞性卵巣症候群(polycystic 

ovary syndrome ; PCOS)の卵胞刺激に用いられる

ようになり、そして 1983 年に東北大学で体外受

精児が誕生し、畜産の技術応用や排卵誘発剤の開

発により、体外受精による妊娠率の向上が図れる

ようになった。また、当時の体外受精は腹腔鏡下

による採卵であったが、経膣超音波装置の開発や

解像度の改良により経膣超音波下採卵が主流とな

り、患者の負担も軽くなった。1986 年にはパー

コールを使用した良好精子回収法が開発され、良

好精子が少ない患者に対する顕微授精も行われ始

めた。その後、排卵誘発剤や卵胞刺激法の開発に

よって多数の卵子採取が可能となり、さらに受精

卵の保存を可能とした凍結技術が開発され、悪性

腫瘍治療前の受精卵凍結などにも応用されている。 
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図2 生殖補助医療技術(ART)の分類 

 
 現在では培養技術が進み、自然の着床時期であ

る胚盤胞まで確認して胚移植を行うことが一般的

となってきており、異所性(子宮外)妊娠のリスク

が減っている。また余剰胚のみならず胚盤胞を凍

結保存し、採卵周期と別のベストな状況の周期で

の凍結融解胚移植も行われ、妊娠率を上げている。 

 以上のように近年の不妊治療は図  2 に示す

ART の飛躍的な発展によって進歩したと言える。 

II．エンブリオロジストの役割 

 エンブリオロジストとは、配偶子や受精卵、凍

結保存などを扱う技術者 7)をいう。厚生労働省の

実態調査(2009 年)によれば全国に約 1,400 名のエ

ンブリオロジストが ART の現場で働いているが、

具体的にどのような仕事をしているのか知られる

機会は少ない。その具体的な業務内容は表 1 に

示すように多岐にわたる。また、エンブリオロジ

ストには臨床検査技師、農学系出身者、薬剤師、

看護師、その他さまざまな職種が従事しており、

その内訳は臨床検査技師が 54.9 % 
6)と多く、農学

系出身者を合わせると全体の約 8 割を占める(日

本臨床エンブリオロジスト学会会員アンケート調

査による)。 

表1 エンブリオロジストの業務内容 

 ・培養室の管理 

    (CO2 インキュベーターなどの機器管理) 

 ・培養環境の管理 

    (培養液の調製および精度管理) 

 ・精子、卵子および受精卵の培養 

 ・授精操作(媒精・顕微授精) 

 ・精液検査 

    良好精子の回収作業(精子処理) 

 ・精子および受精卵(胚)の凍結、融解 

 ・患者への高度生殖医療技術についての説明 

    (不妊学級の講義) 

 ・配偶子、受精卵などの患者データの記帳管理 

 ・取り違え防止の安全管理など 

 

III．香川県立保健医療大学における 

    生殖補助技術論の講義・演習内容 

 生殖補助技術論は 4 年次後期の選択科目 1 単位

として開講している。時間数は 8 コマのうち、2

コマを演習にあてている。担当教員は日本産科婦

人科学会認定産婦人科専門医である産婦人科医の

教員と著者(天川)で、4 コマずつ分担しており、

終了時、感想を提出させた。講義および演習内容 
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を表 2 に示す。 

 産婦人科医教員の担当は性周期とホルモンをは

じめとする産婦人科学に関する内容、生殖倫理を

講義し、著者(天川)は不妊症検査や ART に関す

る講義および演習を担当している。図 3 は演習

時の様子である。演習にはマウス精子および卵子

を使用している。マウス精子は男性不妊検査の要

となるマクラーチャンバー計算盤を用いた精子数 

 

表2 講義および演習内容 

講   義 演   習 

  1. 生殖医学の歴史と現状  1. 卵子および精子の形態観察 

  2. 性周期とホルモン  2. マウスを使用した精液検査法 

  3. 婦人科疾患  3. 良好精子回収法(マウス) 

  4. 婦人科疾患の治療法  4. 精子の凍結法(マウス) 

  5. 不妊症とは  
  6. 不妊原因について  
  7. 不妊症の検査  
  8. エンブリオロジスト(胚培養士)とは  
  9. 生殖補助医療(ART)について  
 10.  ART の現状  
 11.  ART の展望  
 12.  ART に携わる倫理  

 

 

 

図3 演習風景 
A：マウスの開腹、B：精子分析(精子数、奇形率などの算定)、 

C：良好精子の回収作業、D：卵子の採取、形態観察。 
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や奇形率などの求め方、体外受精および顕微授精

時に必要となる良好精子の回収法、精子凍結保存

法に使用している。一方、マウス卵子はメスマウ

スに過排卵誘発(妊馬血清性腺刺激ホルモンを皮

下投与 48 時間後に hCG を腹腔投与)し、14 時間

後に採取している。臨床の場では体外受精や顕微

受精時の検卵技術が必要とされるため、採取した

マウス卵子を実体顕微鏡下で検索させ、卵細胞の

大きさを体感させている。 

 倫理的配慮として、学生には演習時の写真を撮

影し、公表する場合のあること、感想の提出に関

しては提出の有無は自由意志であり、提出しても

しなくても、あるいはその内容が成績には関与し

ないことを説明し、承諾を得た。 

IV．結   果 

 開講後 5 年間における受講率の推移は 71.4～

100 %、平均受講率は 83.3 % であった。講義終了

後感想を提出してもらったところ、一部に「難し

かった」という意見もあったが､「生命の神秘に

触れられた」「女性の月経や妊娠のしくみがよく

わかった」「エンブリオロジストを目指している

ので役に立った」など肯定的なものが大部分を占

めた。また、ART 施設への求職希望者は例年 1～

2 名程度(1 学年 20 名)と少ないが、ART 専門の

近隣施設に 100 % 内定できている。就職した ART 

施設から、本学卒業生は高い評価を受けており、

卒前教育としてこの生殖補助技術論を開講したこ

とによる効果があったものと考える。 

V．生殖補助医療技術論の必要性と課題 

 エンブリオロジストに臨床検査技師の占める割

合が多いなか、臨床検査技師教育課程において生

殖補助医療に関わる教育が確立されていない現状

は問題で、早急に確立する必要が考えられる。基

礎医学知識を持つが、生殖補助技術が不足してい

る臨床検査技師に対して、生殖補助技術を習得し

た農学系出身者の割合が増加しているなか、岡山

大学農学部では平成 24 年度から生殖補助技術キ

ャリア養成特別コースが開設され、不足とされて

いる基礎医学がカリキュラムの中に導入されてい

る。 

 先端技術の予備知識として本学では 4 年次後期

に開講したが、今後の生殖分野における業務拡大

やニーズに対応するには専門科目として 2～3 年

次への開講、講義と演習を分けて開講するなどの

変更が必要であると考えられる。また、講義内容

では生殖医療に携わっている卒業生あるいは現場

のエンブリオロジストの生の話を聞ける機会を設

け、学生がより生殖医療に関心が持てる講義に改

善したい。さらに演習内容では、臨床を知るうえ

で不妊治療施設の見学を導入し、臨地実習への開

拓も必要と思われる。 

 一方、生殖補助技術教育の質の問題として、臨

地実習教員の育成が必要と思われる。現在、社会

人を受け入れる大学院が増加していることより、

それを利用して、エンブリオロジストとして活躍

している臨床検査技師が修士・博士の学位を取得

し、後進の教育に携わってくれるようになれば教

育の質も向上し、生殖医療分野への期待がさらに

高まると思われる。また、資格としては現在、日

本臨床エンブリオロジスト学会が「認定臨床エン

ブリオロジスト｣、日本哺乳動物卵子学会が「生

殖補助医療胚培養士」として、培養技術者に認定

資格を与えているが、どちらも受験資格として実

務経験が必要とされている。現在、健康食品管理

士や細胞検査士は学会が認める必要要件を取得で

きれば、卒前でも受験資格が認められている。エ

ンブリオロジストにもこのようにして認定資格の

受験資格が与えられるようになれば、臨床検査技

師教育カリキュラムとして開講する意義は一段と

高まると思われる。 

VI．ま と め 

 エンブリオロジストは生殖補助医療に欠くこと

ができない存在で、その多くは基礎医学知識を持

つ臨床検査技師が占めている。しかしながら、養

成施設が少ないのが現状である。臨床検査技師教

育の中でカリキュラム化されれば、生殖分野にお

ける業務拡大への道が開かれると同時に、その貢

献度が増すと考えられる。 



 104  臨床検査学教育 Vol.5, No.2 (2013) 

文   献 

 1) 廣井正彦. 最新の生殖医療技術の進歩と問題. 日本

産科婦人科学会雑誌 1998; 50(11): 389-92. 

 2) 児玉正幸. 日本の少子化対策としての着床前診断

所見：染色体数的異常に起因する習慣流産に対す

る着床前診断の適応に期待する . 先端倫理研究 

2008; 3: 13-23. 
 3)「日本産科婦人科学会平成 23 年度倫理委員会・登

録・調査小委員会報告(2010 年分の体外受精・胚

移植等の臨床実施成績および 2012 年 7 月における

登録施設名)｣ . 日本産科婦人科学会雑誌  2012; 

64(9): 2110-40. 

 4) 斉藤英和. ART 登録システムとその登録データか

らわかる  ART の現状. 日本産科婦人科学会雑誌 

2010; 62(3): 739-45. 
 5) 斉藤英和. わが国における生殖補助医療(ART)の

現状. 母子保健情報 2012; 66: 13-7. 

 6) 立花郁雄、鈴木雅洲. 生殖医療とエンブリオロジ

ストを取り巻く環境 . Medical Technology 2011; 

39(5): 433-9. 
 7) 青野展也. エンブリオロジストの役割とラボワー

クの実際. Medical Technology 2011; 39(5): 444-51. 

 8) 久保春海. 不妊症治療から予防までの流れ. 母子保

健情報 2012; 66: 1-4. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


